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【企画趣旨】 
本シンポジウムでは、科学社会学者のアンドリュー・ピ

ッカリングの「エージェンシーのダンス（Dance of agency）」
（Pickering, 1995）という概念を用いて、教育実践を再考す

ることを目的とする。 
近年「主体的・対話的で深い学び」の実現が重視されて

いる。この考えは、知識伝達型の教育の限界を克服し、子

どもの主体性に基づく教育の実現を目したものである。た

だし、このような授業の捉え方の転換は、ともすると「教

師主導か子ども主導か」「伝達か放任か」という二者択一論

や、教師と子どもが予め決まった貢献度の総量を取り合う、

主導権争いようなイメージを喚起する（図１左）。 
これに対して、「エージェンシーのダンス」とは、社会的

実践を環境内の多様なエージェンシー（主体性）（楠見, 
2018; 2021）の絡み合いと捉える発想であり、ある主体の

エージェンシーが他の主体のエージェンシーを打ち消すと

は考えない。更に、物のエージェンシーが考慮されること

で、人間の合目的的な行為の完遂に制限されない、創造や

発見の過程が説明可能となる（Pickering, 1995）（図１右）。 
本シンポジウムでは、「エージェンシーのダンス」という

概念を導入することによって、知的障害教育に携わる教師

が、自身の授業をどのように読み替え、そこからどのよう

な新しい可能性に気づくことができるのかを議論する。 

【話題提供の趣旨】 
１．知識生産の経路依存性 

知的障害児教育における伝統的な主体性概念の限界を指

摘し、授業実践をエージェンシーのダンスと見ることの意

義を説明する。教室内の複数のエージェンシーは、その時々

では目的を持った行為を行っている。しかし、実践の中で

知識が構築されるような授業では、エージェンシーの絡み

合いを通して、実践が予想外の方向に動いたり、また戻っ

たりする。このようなコンティンジェントな（偶然的だが

理由がある）相互作用の結果起こる知識の構築過程を（楠

見, 2018）、ピッカリングの「知識生産の経路依存（Pickering, 
1995, p.209）という用語を用いて説明する。（担当：楠見友

輔）

２．教師の中に「正解のない」教材の可能性

軽度の知的障害をもつ中学部３年生（A 児）の事例を検

討する。生活単元学習において、塩化ビニル樹脂（塩ビパ

イプ）を用いたメロディー太鼓作りに取り組んだ。制作す

るメロディー太鼓の長さについて自分で見当をつけ、塩ビ

パイプを切る長さを決めることを目標とした。塩ビパイプ

の長さと音階の間には関係性があるが、切って叩いてみな

いと実際にどのような音が出るかは分からない。事例にお

いても、目指す音階ではない音になる場面があった。教師

は、何 cm 調整すると良いのかについて明確な正解をもっ

ておらず、これまでのプロセスを振り返る手掛かりを用意

し、Ａ児の長さの調整を後押しする関わりをした。話題提

供では、Ａ児-教師-塩ビパイプの交わりのなかで、どのよ

うに知識が構築されたかについて検討する。（担当：上野大） 
３．児童と物の相互作用から生まれた学び

小学部 1 年生（B 児）の事例を検討する。授業の目標は、

自分がしたい遊びと遊具を結び付け、自分から遊びを工夫

することであった。B 児には、砂やおもちゃ等を用いて行

う一人遊びが好きという実態があり、様々なおもちゃ、ボ

ールプール、大型滑り台等を含む遊び場を設置した。事例

では、B 児がペンギンの人形を自分から手に取り、大型滑

り台の上から滑らせ、自分も同じタイミングで滑り降りる

ことを繰り返す様子が見られた。また、カラーボールを高

いところから落としたり、上からまき散らして欲しいと教

師に伝えたりして、ボールに触ったりその動きを見たりす

る様子が見られた。これらの姿は授業前の教師の構想を越

えるものであった。本事例を児童と環境内の多様なエージ

ェンシーの相互作用という視点で紐解き、今後の授業づく

りに反映可能な点を検討する。（担当：小林太海） 
【指定討論の趣旨】

「エージェンシーのダンス」の概念が及ぼす授業観の変化

事前にオンデマンド動画を視聴の上、シンポジウムにご

参加頂くことをお願いする。当日の「対面による質疑応答」

では、司会者兼指定討論者が、信州大学附属特別支援学校

の教育の紹介と、3 名の話題提供者の発表内容の整理を行

う。その後、会場の参加者を交えた議論を行う。 
質疑応答に終始せず、参加者からも事例の紹介を頂きた

い。教育実践を異なる視点から捉えることの意義や、本シ

ンポジウムで提供する視点の限界等が明らかになり、今後

の教育実践や研究の発展に寄与するような知見が得られる

ことを期待する。（担当：戸谷健史）

【倫理的配慮】

協力者とその保護者、対象校の管理職に対して、氏名を匿名

化し、動画と静止画に映る顔をマスク化することを条件に、シ

ンポジウム内で事例の動画や静止画の使用許可を得た。 
（KUSUMI Yusuke, TOYA Kenji, UENO Dai, KOBAYASHI 
Futomi） 

 
図１：主導権争いのイメージとエージェンシーのダンスのイメージ 
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